
 

 

 

 

 

 

 

「伝えること」「伝わること」 

校長  水野伸一郎 

 

１１月１５日（金）、１６日（土）の二日間、

オータムフェスタ舞台発表に大勢の方にお越

し頂き、お礼を申し上げます。 

 

今年は、開校６０周年記念のオータムフェス

タとして、中原小学校の良さを再確認すると共

に、その良さを伝えることができるよう、舞台

発表の取り組みを進めてきました。 

子供たちには、全校朝会等で次のように話を

しました。 

「自分の良さや友達の良さの感じられるオ

ータムフェスタ舞台発表にしていきましょう。

そのために、はっきりとした声や体の動きで表

現すること、それぞれの役割を合わせ協力する

ことが大切です。皆さんのもっている素晴らし

い力を思い切り伝えましょう。それが中原小の

良さを伝えることに繋がります。」 

舞台発表当日の一人一人の子供の様子に目

を向けると、その子の今の心の様子や練習の様

子までもが伝わってくるようでした。これまで

の学習で身に付けてきたことを自分なりに伝

えようとする姿勢も見られました。 

また、どの学年の発表からも、揃える心地良

さや一体となって表現する楽しさが感じられ

ました。 

多くの人の前で自分の役割を演じることは、

大人でも緊張し、難しいことです。そのような

中で、子供たちが自分たちの役割を果たしなが

ら表現できたことは、貴重な経験であり自信に

繋がったと思います。 

「自分にはこんな力がある」「こんな良さが

ある」と感じられること、「友達の良さ」に触

れることが、子供たち一人一人を大きく成長さ

せるきっかけになると考えています。 

また、ご参観くださった皆様からは、子供た

ちの頑張りや良さを褒めて頂きました。皆様か

ら頂いたたくさんの言葉が、さらに子供たちの

力となっていきます。 

 

舞台発表に至るまでの過程や発表で見せて

くれた一人一人の子供の頑張りや良さは、これ

からの学習の中で生かされることで、より確か

な力として定着していきます。 

一人一人の子供たちが、さらに確かな学びを

得られるよう、指導や支援を毎日の学習活動の

中で積み重ねていきます。学級、学年のまとま

りで子供たちを育てていきます。 

子供たちの良さ、中原小の良さを実感して頂

けるよう、教職員一人一人の力を合わせ学校と

しての取り組みをさらに進めて参ります。 

これからも本校の教育活動へのご理解とご

支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

中原だより   

令和元年度  第８号 
西東京市立中原小学校 
校長  水野伸一郎 
令和元年１１月２９日 

 
http://www.nishitokyo.ed.jp/e-nakahara/ 

開校 60周年記念演奏（６年生） 

「青の記念日」「生命が羽ばたくとき」（合唱） 

「ハンガリー舞曲第５番」（合奏） 

～開校６０周年～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


